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第 1章 序論 

医療現場において，タッチングの効果は多数にわたり検証されている（Kirsti 

et al，2007；Pavneet et al, 2018；Fiona et al, 2018；Eun & Mary，2004；Amir et al，

2016；Barbara et al，2019；Daniella & Emilia，2012）．Lamas et al（2016）の研究

によると，リハビリテーションを提供している脳卒中患者へのタッチングによ

って，痛みや不安の改善が認められ，運動機能が向上した．Chase, Jha, Brooks & 

Allshouse（2013）は，看護師とリハビリ職員との協力で，脊髄損傷患者に対する

タッチングをリハビリテーションプログラムに取り入れた．その結果，リラクゼ

ーション効果が確認され，患者の治療に有益な効果が示された．これらの研究は，

看護師だけでなく，リハビリテーションによって心身機能の回復を試みる理学

療法士，作業療法士，言語聴覚士（以下，療法士）にも重要な知見を示すもので

ある．専門分野を問わず，患者と接する医療従事者にとって，病気やケガ，入院

生活によって多くのストレス要因を抱える患者に対して，タッチングによるリ

ラクセーション効果を提供することは，患者の自然治癒力の向上に働きかける

うえで重要な関わり方の一つであると考えられた． 

しかしながら，実際の医療現場において，患者へのタッチングの頻度が減少し

ているという指摘がある(川島, 2009：浅見・大田, 2010：緒方, 2015：山崎, 2004：

今野, 2011：川原他, 2009)．医療現場における患者へのタッチングの機会が減少

している理由としては，一つには医療機器技術の向上・発展に伴い，看護形態が

よりテクノロジーに依存したものとなり，従来の看護形態が一変したことがあ

げられる．さらに業務の複雑化，効率性が優先されるようになったこと, エビデ

ンスベースの介入を行うことが求められることも大きな理由の一つとして挙げ

られている（川島, 2009：緒方, 2015：山崎, 2004：今野, 2011）．タッチングの機

会が減少しているもう一つの理由としては，医療従事者の職種によって，タッチ

ングに関する知識やエビデンスの数が異なるなど，タッチングの有効性につい

て十分に理解されていないことも含まれている可能性があると考えた． 

そこで本研究では，医療現場に携わる職種ごとのタッチングに関する認識や

タッチングの目的，さらにその方法について検証することとし，文献レビュー

を行った．本研究では，医療従事者のなかでも，特に看護師，療法士に着目し

た．その結果，看護師によるタッチングに関する先行研究は，他職種に比べ多

かった．看護師は苦痛や不安を取り除くことを目的とするのに対し，療法士

は，リハビリテーションに基づく身体・精神機能の向上と日常生活への復帰に
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対する支援の一環としてタッチングを行っていることが示された． 

療法士において，タッチングに関する専門技術を有しているか否かについて

は，特に記述がなされておらず，報告数も看護師に比べ少なかった．一方看護師

は，多数の報告を確認したものの，タッチングに関する報告はさまざまな資格や

技術を有していることが明らかとなった．このことは，特別な技術を有している

施術者によってもたらされるタッチングの効果が期待される反面，タッチング

を施術できる者が限られてしまう可能性が示唆された．また，タッチングに要す

る時間は，その方法や施術部位によって異なっており，長いもので 60 分以上を

費やしている研究もあった．実際の看護現場ではタッチングの効果を認識して

いるものの，タッチングに必要な時間を確保することが難しいという報告もな

されている（高谷・新, 2002：人見他，2019）．今後はタッチングを行う意義を改

めるとともに，特別な技術を必要とせず，短時間で効果が出るタッチングについ

て検証していくことが必要であろう． 

タッチング部位は，下腿部，手を中心に全身に至るまで実施されていた．本研

究においては，先行研究に多く挙げられていた下腿部，手に着目した．医療現場

ではフットケアが比較的一般的に実施されている．手に関しては，医療現場にお

いて職種を問わず患者との非言語的コミュニケーションの一環として触れる機

会が多い部位である(髙林・村上, 2011：斉藤・金子, 2016：横田, 2008)．これらの

部位に対して，タッチングの効果を検証することも有意義であると考えられた．  

これまで検討してきたように，タッチングにはリラクセーション効果がある

ことが先行研究で明らかにされている．しかし，先行研究で示されているリラ

クセーションやその効果については，明確な基準がなされていなかった．そこ

で先ずは，本研究独自のタッチングによって得られるリラクセーション効果の

プロセスと指標を構築・検証することに主眼をおくこととした． 

リラクセーションの概念の一つに Comfort という用語があり，Comfort とタ

ッチングの関連を示した研究が挙げられている（古藤，2016；金正，2016；湯

浅・小川，2017）．縄（2006）は，Comfort の概念を①身体的・精神的・社会的

苦痛が除去されている，②安全である，③家族・友人のつながりがある，④環

境に適応している，⑤自分自身のコントロール感覚が保たれ，意思決定ができ

る，⑥自尊心が保たれている，⑦他者との関係のなかで，愛されていると感じ

る，⑧安らかで well-being な状態である，と定義している．一方，リラクセー

ション定義を述べた中北（2010）の理論によると，①苦痛の除去，②安心・安
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定感，③適応性，④自分自身を客観視すること，⑤心身ともに well-being であ

ること，としている．このことから，Comfort とリラクセーションの下位概念

には共通性があること，さらには Comfort が担保されている状態において，初

めてリラクセーションが得られる可能性があると考えられた．また，古藤

（2016），金正（2016）は，多義的な意味がこめられている Comfort の概念を

「身体的かかわり」と関連づけて考察している．これによると，身体的かかわ

り，すなわち身体接触を通じて，受け手が心地よさを主観的に知覚することが

リラクセーション効果をもたらすうえで重要な要因となる可能性があった．  

次に，主観的に心地よさをもたらすタッチング方法を検討するために，人の

皮膚の特性について理解する必要があると考えた．  

皮膚は大きく有毛部と無毛部に分けられ，それぞれに重要な機械受容器が存

在する．先行研究によれば，有毛部には C 触覚線維の存在が確認されており，

皮膚への刺激によって C 触覚線維を介して副交感神経が活性化すると言われて

いる（Roberta et al，2018）．この C 触覚線維の活性には，特定の条件があると言

われており，そのうちの一つは有毛部皮膚をゆっくりと刺激することであると

報告されている．C 触覚線維の働きを促すための，触れる速度に注目した報告に

よると，触れるのみ，1 秒間に 0.3 ㎝，3 ㎝，5cm，3～10 ㎝，30 ㎝等の方法から

多くの先行研究により実証されている（Stralen et al, 2014；Lewis et al, 2017; 

Rochelle et al, 2013）．これらの研究を概観すると，C 触覚線維が活性化する速度

は，1 秒に 3～10cm の速度のストロークである可能性が示されている．一方足

底（足の裏）と手掌（手の平）に相当する無毛部には C 触覚線維が存在しない

といわれている．しかし，C 触覚線維を有する有毛部と同様に，無毛部へのタッ

チングによる効果も報告されている（太湯他，2003；新田・阿層・川端，2002；

藏元他，2012；松下・森下，2003；中田他，2018；小川他，2014）．これらの研

究を概観すると，無毛部へのタッチング方法は，有毛部において C 触覚線維を

促すために行う刺激方法とは異なり，動きの少ない触れ方，皮膚に対して圧を加

えるといった触れ方が良好な効果を示す可能性が示唆されていた． 

以上のことから，C 触覚線維は有毛部には存在し，無毛部には存在しないこと

が分かってきた．そこで，有毛部と無毛部については，異なる触れ方を検証する

必要がある．それには，心地よさをアウトカム指標とすることが重要であると考

えた．そのうえで，生理指標，主観的指標を用いることで，本研究独自のタッチ

ングによるリラクセーション効果を検証することができると考えた． 
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第 2章 本研究の目的と構成 

先の第１章より，タッチングの効果については多くの研究で立証され，医療に

従事する看護師，療法士によるタッチングにも患者の回復に貢献する効果があ

ることが示されていた．一方，このような知見があるにもかかわらず，医療現場

におけるタッチングが減少していると主張する報告も散見された．その理由と

して，先の第１章，文献レビューより，まず看護師に関しては，先行研究で検証

されたタッチングの方法や所要時間をそのまま用いることは，技術的・時間的な

側面において実際の現場では困難であること，またリハビリテーションに従事

する療法士に関しては，文献自体が看護師に比べて非常に少なく，本邦において

も報告はごくわずかであったことから，リハビリテーション分野においては，タ

ッチングに関する知見が浸透していない可能性があると推測された．一方，文献

研究より，「手」と「下腿部」に頻繁にタッチングが施されていることが明らか

になった．医療現場においては，手と下腿部に触れることが多く，業務上介入し

やすい部位でもある．したがって，医療現場において，手と下腿部へのタッチン

グを実施することを想定して，その部位の皮膚の特性を検討することは有意義

であると考えた．そこで，本研究は，これらの部位に対して医療現場に導入する

にふさわしいタッチングの施術時間を考慮した簡便な方法を検討し，さらに，リ

ラクセーション効果を検証するための客観的および主観的指標を同定していく

こととした． 

これまでに明らかにされたタッチングの研究は，さまざまな方法でなされて

いた．本研究は，下腿部，手への皮膚の特性に基づいたタッチング方法について

実験 1 を検証した．この方法を確立するためのアウトカム指標には，「身体接触

であるタッチングによって主観的に心地よさを感じている状態」を表す指標と

した．第 4 章，実験 2（下腿部）と実験 3（手）においては，下腿部・手に対す

るタッチングのリラクセーション効果の検証を行う．リラクセーション効果を

検討するためのアウトカム指標は，生理指標及び下腿部・手に特化した主観的指

標とする．第 5 章では，第 4 章の結果に基づいて，医療現場に従事する看護師，

療法士に対して調査研究を行う．この調査研究を検証することよって，本研究の

知見が医療従事者よりどのように受け入れられ，新たにどのような課題が課せ

られるかが明らかになると考えられた． 
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第 3章 心地よさをもたらす下腿部と手に対する触れ方の検討【実験 1】 

第 1 章にて，皮膚の特性について論じたように，有毛部，無毛部に応じた触れ

方によってさまざまな効果を示す可能性が示されている．本研究では独自に設

定した，タッチングと深いかかわりのある主観的に感じる「心地よさ」をアウト

カム指標とし，皮膚の特性に基づく触れ方によってもたらされる心地よさの効

果について検証した．そこで実験 1 では，下腿部・手に対して，さまざまな触れ

方によって惹起される受け手の主観的な心地よさの程度を比較することとした．

実験 1 で用いるタッチングには，皮膚の特性に基づいたタッチングの基礎的研

究を参考として，次のように設定した．それは，①触れるのみ，②1 秒間に 5 ㎝

の速さのストローク（以下；秒速 5 ㎝），③1 秒間に 30 ㎝の速さのストローク

（以下；秒速 30 ㎝）の 3 条件とした． 

実験１で示す心地よさの指標は，Visual Analog Scale（VAS）を用いることとし

た．施術を受ける順番として，順序の効果を排するために実験参加者を，手への

タッチングを受け，その後に下腿部へのタッチングを受ける者（実験グループ

A），下腿部へのタッチングを受け，その後に手へのタッチングを受ける者（実

験グループ B）に分けた．3 条件のタッチングの順番は，順不同とした． 

実験 1 を行うにあたり，同意が得られた実験参加者は，11 名（男性 6 名，女

性 5 名，平均年齢 30.8±4.8 歳）であった．実験１の結果，下腿部には秒速 5 ㎝

が，手には触れるのみのタッチングが最も主観的心地よさをもたらすことが示

された．これにより，皮膚の特性によって主観的心地よさをもたらすタッチン

グの方法が異なることが明らかとなり，下腿部は有毛部，手は無毛部の特性に

属すると推測され，その背景には C 触覚線維の存在が関連している可能性が示

唆された． 

以上のことから，実験 1 の条件下において，下腿部には秒速 5cm，手には触

れるのみのタッチングが最も主観的心地よさをもたらす方法であることが明ら

かになった．  

 

第 4章 下腿部と手へのタッチング効果の検証【実験 2，3】 

 本章では，実験 1 で明らかとなったタッチング方法を用いて，下腿部，手への

タッチングによるリラクセーション効果を検証した．リラクセーション基準に

は客観的指標と主観的指標を用いた． 

下腿部へのタッチングとなる実験 2 で示すアウトカム指標には，客観的指標

として心拍数を，主観的指標として選択肢回答である左右重心位置を採用する
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こととした．実験 2 を行うにあたり，同意が得られた実験参加者は，男女 10 名

（男性 5 名，女性 5 名，平均年齢 32.2±3.79 歳）であった．実験 2 の結果，心拍

数の減少，タッチングした側への重心の変化が認められた．  

手へのタッチングとなる，実験 3 で示すアウトカム指標には，客観的指標と

して心拍数を，主観的指標として検査者による右僧帽筋上部線維への圧刺激に

対する実験参加者の痛みの程度を計測することとし，そのツールとして VAS を

採用することとした．実験 3 を行うにあたり，同意が得られた実験参加者は，男

女 10 名（男性 5 名，女性 5 名，平均年齢 32.2±3.79 歳）であった．実験 3 の結

果，心拍数の減少，VAS 値の低下が認められた． 

これらの結果から，本研究独自のタッチングは，実験参加者にリラクセーショ

ン効果をもたらす方法であることがわかった．この方法は，タッチング施術者に

高い技術を求めず，安全な方法であり，より多くの患者に適応できる可能性があ

る．さらに，タッチングに要する時間がこれまでの先行研究より短く設定された

ことが，今後の医療現場で導入しうる貴重な成果になったと考えた． 

 

第 5章 医療従事者へのタッチングに関する調査研究【調査研究】」 

これまでの実験結果から，本研究が考案したタッチングは，本研究の課題で

あった，タッチングに関する特別な資格や技術を必要としないこと，短時間で

効果が上がること，タッチングを実施するための特別な環境設定を求めないこ

と，という条件を満たした方法であることが示された．次なる課題としては，

この方法が，実際の医療現場に従事する者にとって実施可能であるのか，この

方法が受け入れられるかどうかの検証作業を明らかにする必要があると考えら

れた．そこで本章では，本研究で示したタッチング方法が，実際の医療現場に

従事している看護師や療法士にどのように受け入れられ，活用されるかについ

て傾向を探ることとした．本調査内容は，タッチングに関するアンケート調査

となっており，本研究で明らかとなったタッチング方法や日々のタッチングに

関する意識調査が含まれている．これにより得られたデータから選択肢回答と

自由記述回答の両面から分析した．その結果，看護師，療法士ともに，医療現

場での経験から，タッチングは患者のさまざまな症状を緩和させる可能性があ

ると認識していた．本研究で示したタッチング方法の導入に関しては，看護

師，療法士ともに，業務の一環として実施することで，受け入れられる傾向を

示した．また，タッチングに要する時間については，5 分以内であれば受け入

れられる可能性を示したものの，心理的・時間的ゆとりとの高い相関関係を得



7 

 

ることができなかった．実際に，忙しくて導入できない，といった回答が得ら

れており，必ずしも時間だけでは，本研究のタッチング方法を受け入れる基準

になるとはいえなかった．その他にも，タッチングとして意識して触れていな

い，エビデンスが不足しているものを導入しようとは思わない等，本研究のタ

ッチング方法が医療現場に導入することの限界を示す回答も得られた．これに

より，今後タッチングを導入していくためには，タッチング部位等によって導

かれる医療従事者の心理的要因を詳細に分析していくこと，そのうえでタッチ

ング効果のエビデンスを構築していく必要があると考えられた．  

 

第 6章 総合考察 

 本研究は医療現場でタッチングが減少している要因を推定し，タッチングに

関する特別な資格や技術を必要としないこと，短時間で効果が上がること，タッ

チングを実施するための特別な環境設定を求めないこと，そしてリラクセーシ

ョン効果をもたらすこと，という条件を満たしたタッチング方法を考案するこ

とを目的とした基礎的実験であった．タッチング部位には，先行研究で最も検証

されていた下腿部と手に着目した．タッチング方法においては，主観的心地よさ

を指標とし，下腿部には秒速 5cm が，手には触れるのみの触れ方が導かれた．

これらの結果は，有毛部の特性を明らかにした Roberta et al（2018）の研究結果

と同様の傾向を示している．また，触れるのみで高い心地よさの値を示した無毛

部では，C 触覚線維がないことが特徴として表面化したものと考えられた．次

に，下腿部及び手にこのタッチング方法を用いて，リラクセーション効果を検証

した．リラクセーション指標には，生理指標及び主観的指標を用いた．その結果，

本研究で考案したタッチング方法は，下腿部，手ともにリラクセーション効果を

もたらす可能性が示された．更にこの結果は，皮膚の特性によってタッチング方

法が異なる可能性を示唆した．このことから，本研究で明らかとなったタッチン

グ方法は，タッチング施術者に高い技術を求めず，安全な方法であり，より多く

の患者に適応できる可能性があると考えられた．さらに，タッチングに要する時

間がこれまでの先行研究より短く設定されたことが，今後の医療現場で導入し

うる貴重な成果になったと考えた．しかしながら，医療現場でタッチングが減少

してきたという考えは，あくまで筆者が先行研究を手掛かりに推察したもので

ある．したがって，本研究で明らかにしたタッチング方法が，実際の医療現場で

どのように受け入れられ，活用される可能性があるかについて検証する必要が

あると考えた．そこで本研究が考案したタッチング効果の妥当性を得るために，
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医療従事者に該当する看護師，療法士に対して本研究に関するアンケート調査

研究を実施した．その結果，本研究で考案したタッチング方法は，概ね医療従事

者による受け入れがよく，実際に行った医療従事者の経験からさまざまな患者

に効果をもたらす傾向が示された．しかしながら，本研究のタッチング方法に限

界を示す回答も得られた．今後は，医療従事者が抱える心理的要因を明らかにし

たうえで，本研究で明らかとなったタッチング方法の効果を更に蓄積していく

必要があると考えられた．以上のことから，本研究で明らかとなったタッチング

は，今後の医療現場で検証していくうえで貴重な基礎資料になると考えられた． 

 本研究の限界として，タッチング施術者における研究者効果や手の温度，心理

的状況等によって，タッチングの受け手に与える影響について明らかにされて

いなかった．また，実験回数は 1 回のみとなっており，縦断的な検討も必要であ

る．本研究に協力した実験参加者の多くは，タッチングを好意的に捉えていた可

能性もあり，検証前にタッチングに対する嗜好性について確認する必要があっ

た．また，サンプル数にも課題が残った．今後は検定力を高めるにあたり，サン

プル数を増加して検証する必要がある．本研究におけるリラクセーション基準

の妥当性も検証していく必要がある．今後は，POMS や STAI などの尺度を積極

的に導入し，本研究で用いられた生理指標や主観的指標の妥当性を検証してい

くこととする．医療従事者への調査アンケートについては，心理的に受け入れや

すいタッチング部位や，タッチングを否定する要因を明らかにするための質問

項目を新たに設け，今後の課題を明確にする必要がある． 
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